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研究成果の概要（和文）：癌は予後不良な重篤疾患の一つであり、我が国と世界において年々患者数は増加している。
標準的な癌治療で効果が得られる場合はいまだ限られており、完全に治癒できる早期の段階で癌を発見できる診断マー
カーは実用化されていない。本研究においては、新しい癌の診断バイオマーカーの開発に利用可能な癌関連分子を複数
発見した。これらのバイオマーカーは、早期癌の発見、治療効果の確認、治療法の選択のみならず、癌の新薬の開発に
貢献するものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：Cancer is one of the most serious diseases which has a notably poor prognosis, 
and its incidence is annually increasing in Japan and worldwide. The number of patients responding well 
to current standard cancer therapies is still small, and no diagnostic marker has been sufficiently 
useful in the detection of curative stage cancers. In this study, we identified various cancer-related 
molecules, which are being applied as new diagnostic biomarkers. These biomarkers could be useful for 
early cancer detection, monitoring, and for the choice of therapies, as well as being a suitable 
therapeutic target.
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１．研究開始当初の背景 
癌は我が国で年間 34.5 万人が死亡する死

亡原因第 1位の疾患である。とりわけ我が国
における 5大癌とされる胃癌、大腸癌、肝臓
癌、肺癌、乳癌は悪性腫瘍による死亡数の第
1 位から 5 位までを占め、壮年期に好発し早
期発見が困難なこと、根治的手術による治療
後も高率に再発し予後が不良であることか
ら、より分子病態に基づいた定量的な発症予
防と早期診断、手術後の集学的治療（化学療
法・放射線療法）の適切な選択指標となる診
断法の開発が切望される。2005 年、米国食品
医薬品局（FDA）が薬剤の開発・使用に際し
てバイオマーカーの活用を推奨し、さらに
2007 年には新薬の臨床開発コスト削減の切
り札として先端的バイオマーカーの探索・開
発 ・ 応 用 を 提 唱 し た Critical Path 
Opportunity プログラムを開始し、産学官が
一体となったコンソーシアムの設立を進め
てきたことが物語るとおり、癌の診断・治療
に応用可能なバイオマーカーは、癌克服に向
けた最有力の基盤資源として国際的な開発
競争が激化している。2011 年、FDA は、治療
薬とその効果予測に有用なコンパニオン診
断薬の同時開発に関するガイドラインを策
定したが、実際、両者を同時承認する事例が
続いている。安定的な国民医療保険制度を維
持し、国民の医療福祉を守るためにも、疾患
関連遺伝子・蛋白研究を早急に推進し知的財
産権を確保する必要が生じている。一方、近
年の全ゲノムＤＮＡタイピング、マイクロア
レイ解析、質量分析等のゲノム・プロテオー
ム解析技術の進歩により、患者の全ゲノム・
蛋白の多様性を発癌リスクのバイオマーカ
ーとして、また腫瘍特異的に産生され癌の悪
性化に関わる蛋白や腫瘍から血液に放出さ
れる分泌蛋白を分子病態のバイオマーカー
として網羅的に探索することが可能となっ
てきた。これらの研究を患者の病態を反映し
た生体試料を用いてより体系的に進めて成
果を集約し、実用化を念頭に置いた研究デザ
インで診断系を構築していけば、低侵襲の癌
リスク診断や早期診断に加え、癌の悪性度に
基づいた化学・放射線療法選択と綿密なフォ
ローアップによる再発の予防・早期加療等の
癌患者の病態進行に最適な対応をした個別
化医療が実現可能となる。 
 
２．研究の目的 
本研究では我が国の癌の3分の2を占める5

大癌（胃癌、大腸癌、肝臓癌、肺癌、乳癌）
等の組織・血清試料とこれまで培ってきた網
羅的ゲノム・プロテオーム解析技術を基盤と
して、癌の発症リスクから未病状態および疾
患発症・増悪を早期に感知する統合的病態診
断系を開発し、その迅速な癌予防・診断・治
療への展開による癌年齢層の健康寿命の延
長をめざす。ゆえに本研究の目的は以下の３
項目よりなる。 
(1)癌の遺伝素因（発症リスク）、未病状態

および疾患発症の早期段階を検出する統合
的診断系の開発 
 
(2)癌の病勢制御を目的とした集学的治療適
用指標となる悪性度診断系の開発 
 
(3)癌の低侵襲迅速病態診断系の基盤確立と
検証 
 
３．研究の方法 

 
(4)血清バイオマーカーによる癌の診断法構
築：バイオマーカー候補に対する抗体を用い
た ELISA 法や PCR 法等による癌の早期血清診
断システムの構築を行う。また同一プロトコ
ールで治療を受けた癌患者の生命予後と血
清バイオマーカー値との相関を検討し、血清
診断で癌の悪性度を予測可能か検討する。こ
の段階で構築されたアッセイ系は、さらに複
数のマーカーを組み合わせて、最小のマーカ
ー数で最大の感度・特異度を示す診断系を検
討する。 
 
(5)免疫組織学的マーカーによる癌の迅速悪
性度診断：同定した組織染色マーカーは 5大
癌等の組織マイクロアレイを用いて各癌種
の臨床病理・予後情報との相関を検討し、最
小のマーカー数で定量的に悪性度を予測 

(1)5大癌（胃癌、大腸癌、肝臓癌、肺癌、乳
癌）等の臨床試料収集と迅速多検体解析：そ
れぞれの癌種につき各種サンプルセットの蓄
積を行い、解析可能な試料から血清プロテオ
ーム解析と網羅的遺伝子発現情報解析で独自
に同定した血清腫瘍バイオマーカーのELISA
解析を行う。 
 
(2)5大癌等のゲノム・プロテオーム解析情報
と臨床情報の統合化：得られた血清蛋白のプ
ロテオーム情報と癌組織検体および正常臓器
組織の約32,000個の遺伝子発現を網羅するゲ
ノム解析データ等を統合し癌特異的バイオマ
ーカーのデータベースを構築する。 
 
(3)5大癌組織マイクロアレイ等による臨床病
理学的評価：選出された血清バイオマーカー
および網羅的発現情報解析で同定されたバイ
オマーカーの抗体を用いて、多数の癌患者群
での発現分布（組織型、分化度、病期、予後
等との相関）を検討する。独自に作製した詳
細な臨床情報を備えた5大癌等の組織マイク
ロアレイを使用し免疫組織染色を行い、蛋白
発現が各癌種の患者の生命予後の短縮やリン
パ節・遠隔転移等の臨床的な癌の悪性度に相
関する組織染色バイオマーカーを抽出し、生
検、手術標本を用いた癌の悪性度診断法を確
立する。複数のバイオマーカーを統合した新
規診断システムの構築を検討する。 



 
以上、本研究では臨床応用を含む社会還元

を念頭に置き、ヒト腫瘍の診断・治療の標的
分子となる候補バイオマーカー群の同定、ゲ
ノム情報を含めたデータの情報基盤を集積
し、選別された複数のバイオマーカーの迅速
病態診断法を検討して、成果を発表する。 
 
４．研究成果 
(1)5大癌等の臨床試料収集と迅速多検体解
析：それぞれの癌種につき各種サンプルセッ
トの臨床試料（組織・血清等）の蓄積を行い、
解析可能な試料を用いて網羅的遺伝子発現
情報解析等で独自に同定した癌バイオマー
カー候補の血清解析や免疫組織化学染色を
行った。 
 
(2)5 大癌等のゲノム・プロテオーム解析情報
と臨床情報の統合化：得られた血清、癌組織
検体の臨床情報の収集を進めるとともに、こ
れまで同定した癌バイオマーカー候補につ
き、正常臓器組織やがん組織におけるゲノム
解析情報、予後相関情報を各種データベース
ならびに独自解析により集積し、癌特異的バ
イオマーカー開発の情報基盤の構築と拡充
を行った。 
 
(3)5大癌組織マイクロアレイ等による臨床
病理学的評価：同定されたバイオマーカーの
抗体を用いて、多数の癌患者群での発現分布
を検討し、蛋白発現が各癌種の患者の生命予
後の短縮やリンパ節・遠隔転移等の臨床的な
癌の悪性度に相関する組織染色バイオマー
カーを抽出した。 
 
(4)血清バイオマーカーによる癌の診断法構
築：同定した血清バイオマーカーに対する抗
体を用いた ELISA 法や PCR 法等による肺癌の
早期血清診断システムの構築を行った。また、
複数の診断アッセイ系を組み合わせた診断
系の可能性を検討した。 
 
(5)免疫組織学的マーカーによる癌の迅速悪
性度診断：同定した組織染色マーカーにつき
肺癌、乳癌、大腸癌等の組織マイクロアレイ
を用いて臨床病理・予後情報との相関を検 

 
以上、本研究では癌の迅速病態診断系の基

盤の確立を行い、国内外において成果の一部
を論文および学会発表した。 
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